
実践事例や教材の活用事例等、英語科の先生方に参考にしていただける情報をお届けします。

実践
紹介

毎日の言語活動に
plus oneを！

札幌市立真駒内中学校
石岡　達朗

　　　　　　「英語が話せる」というと、皆さんはどんな姿を思い浮かべますか？　相づちやジョークを交
えて楽しく会話している様子を思い浮かべる人が多いのではないでしょうか。「英語で楽しく伝え合う」た
めには、相づちを打ったり、聞き返したりといった、発音や文法とはまた別の技能を、授業の中で繰り返し
使い、身につけていく必要があります。

はじめにはじめに

　私の授業では、Me, too. / Really? / Great! / Oh, no. / That's too bad. / Pardon? / I see. / Thank you. 

などの表現をplus oneと呼び、毎日の言語活動で使っています。相手に質問をして、答えが返ってきて終
わりではなく、一言反応を返すことで、コミュニケーションをより楽しく、より深くすることができます。
相手の返答や自分の気持ちに合わせて、plus oneを即興で使う経験を繰り返すことで、あいさつのように
自然と返せる状態を目指しています。

plus oneとは？1

　plus oneを使った２年生の実践を二つ紹介します。

言語活動にplus oneを！2

図１
　図１は、言語活動の際に黒板に掲示する
plus oneの一部です。Really?と言われたと
きの返答としては、Really.、Just kidding.

などを指導しています。はじめに述べたよう
な、相づちやジョークを交えた会話は、１年
生の時から、こうした表現を繰り返し使い、
習熟することで初めて可能になります。
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■秀学社は中学校の英語教材を発行しております。教材についてご要望がございましたら、
　秀学社HP「お問い合わせフォーム」まで、ぜひお知らせくださいませ。 秀学社HP

https://www.shugakusha.co.jp/

　図２は「冬休みインタビュー」で使ったワークシートです。冬休みに関する質問をいくつか考え、友達に
インタビューをし、インタビュー記事を書くという活動です。

　英語科の目標は、単に英語が使えるようになることだけではないと考えています。授業の中でplus one

を即興で使う経験を繰り返すことで、日本語でコミュニケーションをとるときにも、相手意識をもって、相
づちを打ち、自分の気持ちを伝え、よりよいコミュニケーションができることを目指しています。

活動１：質問を考えます。

活動２：友達にインタビュ
―します。相手の答えに対
してplus oneを返すこと
で、簡単に自分の気持ちを
伝え、相づちの効果でイン
タビューをスムーズに続け
ることもできます。相手の
答えは、左下のNotesの
欄にY / Nでメモしておき
ます。

活動３：インタビューが終
わった後、インタビュー記
事を書きます。記事を書く
ときにも、plus oneを使
って自分の気持ちを書き加
えるように指導していま
す。

　　　　　実践で紹介したplus oneの表現は、毎日の授業で、活動中に思わず生徒が日本語で言って
しまった「本当？」「私も好き！」などの言葉から少しずつ増えていきました。活動中に生徒が思わず
つぶやいたら、生徒が言いたい、伝えたいことを授業に取り入れていくチャンスです。「英語で楽しく
伝え合う」中学生を目指して、毎日の言語活動にplus oneを！

最後に最後に

図２
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